
解 答
【１】 Ｄ→Ｃ→Ｂ→Ｅ→Ｆ→Ａ唄

イ欝

不整合面蔚

イ ク鰻 年代 生物

【２】 イ唄

ア欝

ア蔚

ギョウカイ岩鰻

イ姥

【３】 Ｅ・Ｆ唄

Ｅ欝

Ｃ蔚

イ鰻

エ・オ姥

【４】 ウ唄

１２０欝

イ蔚

イ エ鰻 Ａ Ｂ

３６０姥

【５】 ４０唄

３５欝

２０蔚

８０鰻

１０姥

【６】 水上置換法唄

ア・エ欝

右図①蔚

イ鰻

１４０姥

解 説

図１の輪軸がつり合っているから，■×２５＝５０×２０となり，■＝４０ｇ（ ）です。【５】 唄 ２５
５０×２０

図２の輪軸がつり合っているから （■＋▲）×２０＝６０×２５となり （■＋▲）＝７５ｇ欝 ， ，

（ ）となります。したがって，▲＝３５ｇ（７５－４０）です。２０
６０×２５

（図②）のように力が加わります。したがって，●＝２０ｇ，アに加わる蔚・鰻

力の大きさは８０ｇ（４０＋４０）となります。

（図②）で８０ｇを１２０ｇとして考えます。したがって，ｃの滑車の右側に姥

は３０ｇの力が加わるので，１０ｇ（３０－２０）のおもりをつるせばつり合い

ます。

蔚 安 安【６】 図２のグラフから，塩酸（Ａ液）１００ で０.４ｇの亜鉛が反応して２００

の水素が発生することがわかります。したがって，Ａ液７５ ，亜鉛が０.３安では

ｇ（０.４× ）反応し，水素が１５０ （２００× ）発生します。安
１００
７５

１００
７５

からＡ液とＢ液は１：２で完全中和することがわかります。したがって，Ａ姥 鰻

液１００ とＢ液６０ ではＡ液７０ が残り，水素が１４０ ２００×安 安 安 安（

発生します。）
１００
７０
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８０

４０ ４０
４０

２０ ２０

（図②）

（図①）


